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佐久盆地における周溝墓の変遷
―信濃で最初の周溝墓導入地―

	 小山　岳夫

１　はじめに

本州島の中央部長野県千曲川流域では、弥生時代後期に箱清水式中地域土器型式圏が形成さ
れる。この型式圏では方形周溝墓よりも小形円形周溝墓が際立って築造されることが知られて
いる。しかし、関東の玄関口千曲川上流域の佐久盆地では、後期に連綿と四隅切れ方形周溝墓
方形周溝墓が築造されるなど、中下流域とは異なった系統の周溝墓が展開されていることは意
外と知られていない。また、墳丘長 10 ｍを超える大形方形周溝墓の開始時期についても佐久
市後沢遺跡では出土遺物が少ない理由等で特定できないまま幾星霜の日々を重ねていた。
今回、長野県埋蔵文化財センターが佐久市北裏遺跡の発掘調査報告書（１）を刊行し、後期中

葉の墓群が把握されるとともに、今まで不分明であった大形方形周溝墓の時期が明らかになっ
た。
令和元年 12 月筆者は北裏遺跡の資料を実見する機会に恵まれた。本稿はこの成果をふまえ

て、佐久盆地の周溝墓の変遷を再考するものである。
なお、本稿で時間軸として用いる佐久盆地の弥生後期～古墳前期土器編年は先に著した拙

稿（２）を用いるが、方形周溝墓の時期については土器編年で用いた弥生後期Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ期、
古墳前期Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期は用いず弥生後期前葉（＝Ⅰ・Ⅱ期）・後期中葉（＝Ⅲ期）・後期後葉（＝
Ⅳ期）、古墳前期前葉（＝Ⅰ期）・前期中葉（＝Ⅱ期）・前期後葉（＝Ⅲ期）に置き換えて示す。
他地域との併行関係は、古墳前期中葉～後葉が欠落するが参考までに表１にまとめた。

２　従来の変遷観

千曲川流域の周溝墓を中心とする弥生後期墓制を網羅的にまとめたのは青木一男（３）である。
その変遷観は以下と図１に示す通りである。
１期（後 期 前 葉）不明
２期（後期中葉古）四隅切れ方形周溝墓と礫床木棺墓群（佐久盆地のみ　北西の久保）
　　　　　　　　　不整円形の小形円形周溝墓（と土坑墓群　佐久市周防畑Ｂ）
３期（後期中葉新）不整円形の小形円形周溝墓（飯山市須多ヶ峯　長野市篠ノ井遺跡群
　　　　　　　　　聖川堤防（以下「長野市聖川」とする）SDZ7
（後 期 後 葉）不整円形の小型円形周溝墓（多数の墓群形成ー篠ノ井遺跡群新幹線）
（後期後葉最新）大形方形周溝墓（周溝の一辺中央に一か所陸橋　長野市聖川 SDZ6）

（周溝隅一か所に陸橋をもつ　佐久市後沢）
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４期（古墳前期前葉）やや大型化した円形周溝墓（小諸市久保田）
　　　　　　　　　　大形方形周溝墓（陸橋を持たない　飯山市上野、長野市小島堺）

（周溝の一辺中央に一か所陸橋　佐久市下小平）
（周溝隅一か所に陸橋をもつ　佐久市中平・田中島）

５期（古墳前期中葉）円形周溝墓の消滅
大形方形周溝墓（周溝の一辺中央に一か所の陸橋が前方部化長野市

聖川 SDZ9）
６期（古墳前期後葉）大形方形周溝墓（周溝の一辺中央に一か所の陸橋がさらに前方部化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野市聖川 SDZ3）

青木の変遷観を自分なりに解釈すると以下のとおりとなる。
弥生後期前葉　不明だが、中期栗林式期の礫床木棺墓の残影を予想する。
弥生後期中葉　佐久限定の四隅切れ方形周溝墓が出現、礫床木棺墓と墓群を形成する。

表１　長野県弥生時代後期土器編年併行関係表（長野県各地と群馬・山梨・畿内を対比）
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図１　青木一男 1996 で示された弥生～古墳前期墓の変遷
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　　　　　　　同時に箱清水式固有の在来墓である小形円形周溝墓が出現する。 
弥生後期後葉　小形円形周溝墓主流が継続する。
後葉最末期　大形で周溝一辺中央に一か所陸橋をもつ前方後方形周溝墓の祖形が登場す

る（聖川 SDZ6）。
　　　　　　　周溝隅一か所に陸橋をもつ大形方形周溝墓も登場する（佐久市後沢遺跡）。
古墳前期前葉　小形円形周溝墓が大形方形周溝墓の影響で大形化する。
　　　　　　　大形方形周溝墓が主流となる。
古墳前期中葉　小型円形周溝墓が消滅する。
～前期後葉　大形方形周溝墓主流が継続する。

以上の青木の変遷観は発表以降大方に認められてきた。千曲川流域では、後期中葉頃から後
期後葉まで箱清水式固有の小形円形周溝墓が主体で、弥生時代末期に墳丘規模 10 ｍを超える
大形方形周溝墓が参入するという基本的な流れを抑えた点は、資料が増えた現在でも千曲川流
域の墓の変遷を考えるうえで軸になるものである。以下に佐久盆地の新資料を踏まえて青木の
変遷観のマイナーチェンジを試みる。

３　集成

筆者が集めた佐久盆地の周溝墓と関連する墓址は、表２に示したとおりで、33 遺跡総数 182
基である。恣意的に墓の編年を念頭において作表したので年代の古い順に記載している。
この中から定点となる周溝墓をピックアップして紹介しておく。
後期前葉の西一本柳遺跡Ⅸ SM4

墳丘規模７ｍ程度の四隅切れ方形周溝
墓である。近隣からみつかった円形周溝墓
（SM1）の時期判定ができないが、筆者は単
独墓とみている。出土土器から後期前葉の
古段階＝小山編年後期Ⅰ期に構築された墳
墓である。これに対応する集落は、SM4 か
ら南東方向に存する。出土遺物はないが同
タイプでやはり単独とみられる北西の久保
遺跡１号方形周溝墓も同時期とみる。
同タイプ・時期の方形周溝墓は、埼玉県

熊谷市前中西遺跡Ⅲ９号周溝墓、群馬県高
崎市高崎情報団地Ⅰ遺跡２号周溝墓などに
あり、頸部簾状文・口～胴部波状文のよく似た壺が出土していることから過去に四隅切れ方形
周溝墓が関東から佐久盆地にもたらされた可能性を指摘したことがある（４）。

図２　埼玉・群馬の四隅切れ方形周溝墓と出土土器
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図３　西一本柳遺跡Ⅸ SM4 方形周溝墓と出土土器（佐久市教育委員会 2004 から）

図４　周防畑遺跡群の墓域と四隅切れ方形周溝墓・円形周溝墓（長野県埋蔵文化財センター 2014 から）
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後期中葉古の周防畑遺跡群と北裏遺跡群

この時期の墓域の在り方は、昭和 50 年代に周防畑Ｂ遺跡で小形円形周溝墓と土坑墓群の組
み合わせ（表２‐１‐23 ～ 25）が検出され、これが一般的な墓域と考えてきた。しかし、長

表２‐１　佐久盆地弥生後期周溝墓および墓址一覧（１）
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野県埋蔵文化財センターによって調査された周防畑遺跡群の発掘調査により、表２‐１‐４～
22 を見ると明らかなように円形周溝墓と四隅切れ方形周溝墓が混在する墓域の実態が明らか
になった。円形周溝墓と四隅切れ方形周溝墓はともに墳丘長５～７ｍと小規模である。同時期
の北裏遺跡も同様の墓域構成を示す（表２‐１‐26 ～ 28）。周防畑Ｂ遺跡はむしろ特異な墓域
構成であった可能性がでてきた。

後期中葉新の円正坊遺跡Ⅳ・宮の前遺跡

円正坊遺跡Ⅳは佐久盆地で初めて四隅切れ方形周溝墓と円形周溝墓の共存が確認された遺
跡である。また、周防畑遺跡群宮の前遺跡も同時期と考えられ、集落と墓域の対応が推定でき

表２‐２　佐久盆地弥生後期周溝墓および墓址一覧（２）
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る貴重な遺跡である。
四隅切れ方形周溝墓の墳丘規模は前代の弥生後期前葉新・中葉古では５～７ｍ台であったの

に対し、この時期には 10 ｍを超えるものがあり大型化の傾向がみられる。この時期最大１時
期 50 軒相当の規模をもつ集落、西近津遺跡群の墓域本体は未調査であるが、集落の東西にそ
の一端が垣間見えており、四隅切れ方形周溝墓と円形周溝墓が混在する墓域が展開されていた
ことはほぼ確実である。このほか、表２‐３‐107 ～ 133 にまとめた西一里塚遺跡をはじめと
する同時期の遺跡からも同様な周溝墓が確認されている。この時期も前代に続き四隅切れ方形
周溝墓と円形周溝墓主体の墓域構成であるが、集落数・規模の増大に伴い四隅切れ方形周溝墓
も大形化したものと思われる。なお、当時期には特殊な屋内埋葬墓（上直路遺跡）も存在する。
上直路遺跡Ｙ１号住居址内の方形土坑からは、右腕に 10 連、左腕に５連の銅釧を着装した人
骨が埋葬されている。鈴木素行（５）によれば長野市長野女子高校校庭遺跡、群馬県渋川市田尻
遺跡・前橋市荒砥前田Ⅱ遺跡、茨城県一本松遺跡 53 号住居址など樽式土器・箱清水式土器と
十王台式土器の大型式圏をまたいで類例がある。鈴木はこれを鉄と布の交易の副産物とみてい

周溝墓の配置図

SM3円形周溝墓

SM9円形周溝墓
SM6円形周溝墓

図５　円正坊遺跡Ⅳの周溝墓と出土土器（佐久市教育委員会 2002 から）
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る。このほか、宮の前遺跡OT17 号円形周溝墓では螺旋状鉄釧とガラス小玉（表２‐２‐72）、
上木戸遺跡ではガラス小玉（表２‐２‐106）、西一里塚遺跡群では SM14 から鉄剣１振り（表
２‐３‐115）、SM07 から螺旋状鉄釧とガラス小玉（表２‐３‐108）、五里田遺跡 EM2 では
銅釧（表２‐３‐135）が副葬されている。
後期中葉新からは佐久盆地でも中央高地一帯固有の螺旋状鉄釧、鉄剣、銅釧、ガラス小玉な

どの財の交易圏に参入し、墓での消費が一般化することを示す現象でこの詳細については別稿
に記してある（６）。

後期後葉の西一本柳遺跡ⅩⅩⅡ

図７に示すとおり、弥生後期後葉の北一本柳遺跡の巨大環濠外側の南部から集落に伴う墓域
が検出された。西一本柳遺跡ⅩⅩⅡと東一本柳遺跡である。いずれの遺跡も円形周溝墓が群在
する。ちなみに後期中葉に隆盛を極めた西近津遺跡を頂点とする佐久盆地東部浅間山麓裾野に
おけるいくつもの大規模集落の密集状態が、後期後葉には解消されて巨大環濠集落に集約化さ
れる。よって中葉に比して後葉の集落数は少ない。

OT2号周溝墓

OT25号周溝墓

全体図

図６　周防畑遺跡群宮の前遺跡周溝墓と出土土器（佐久市教育委員会 2012・2017 から）
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図示した西一本柳遺跡ⅩⅩⅡのOT3 円形周溝墓は墳丘長 4.65 ｍ、他の円形周溝墓は東一本
柳遺跡からみつかったものも含めて５ｍを超えるものはない。この時期の四隅切れ方形周溝墓

環濠外からみ
つかった墓域

西一本柳遺跡ⅹⅹⅡ

黒塗り■は竪穴住居
黒線は環濠

図７　西一本柳遺跡ⅩⅩⅡ　OT3 円形周溝墓と出土土器（佐久市教育委員会 2019 から）

表２‐３　佐久盆地弥生後期周溝墓および墓址一覧（３）
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は未だ確認されていない状況であるが、この後の古墳時代には四隅切れ方形周溝墓が確認でき
ない状況からみるとこの段階ではすでに消滅していた可能性がある。
これが正しければ、後期後葉の墓域構成は小形円形周溝墓の集合体であったことになる。
以上、佐久盆地の後期の周溝墓を通覧してきたが、後期中葉新に数例の墳丘長 10 ｍ超の四

隅切れ方形周溝墓が認められる以外は小形周溝墓がほとんどであった。その他のタイプの墳丘
長 10 ｍを超える大形方形周溝墓は未発見であり、筆者は今後も検出される可能性は低いとみ
ている。
佐久盆地の弥生後期社会が中期栗林式から引き続き等質的、均質的であったことを示す現象

とみている。
古墳前期前葉古の大ふけ遺跡と中平・田中島遺跡

古墳前期前葉古とした大ふけ遺跡の円形周溝墓２基は、EM1が７ｍ、HM1が８ｍの墳丘長

大ふけEM1
大ふけHM1

大ふけHM1出土土器

榛名平1号周溝墓 榛名平1号周溝墓出土土器

図８　大ふけ遺跡、榛名平遺跡の周溝墓および出土土器（佐久市教育委員会 1991・2001 から）
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久保田遺跡1号周溝墓

久保田遺跡2号周溝墓

久保田遺跡1・2号周溝墓出土土器

中平・田中島遺跡1号周溝墓

中平・田中島遺跡1号周溝墓出土土器

中平・田中島遺跡2号周溝墓出土土器

中平・田中島遺跡2号周溝墓

図9　久保田遺跡、中平・田中島遺跡の周溝墓と出土土器

図９　久保田遺跡、中平・田中島遺跡の周溝墓と出土土器
（小諸市教育委員会 1984、長野県埋蔵文化財センター　1998 から）
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をもつ。報告書ではHM1は方形周溝墓とされているが、ここでは周溝外周の形状よりも墳丘
の形状を尊重して円形周溝墓とした。また、HM1周溝内には多量の礫が流入しており、墳丘
に多量の礫が含まれていたか積まれていたことが想定される。当地域の弥生時代からの伝統を
継承する墳墓形態で、墳丘規模については前代と大差ない。
大ふけ遺跡に近接する細田遺跡でも円形周溝墓の一端とみられる溝がみつかっており、この

一帯には周溝墓群が展開していた可能性が高い。
同時期とした榛名平遺跡１号周溝墓は囲繞する溝の西端のみが検出されているが、13 ｍ 50

㎝以上の規模が推定される佐久盆地では最大規模をもつ墳墓である。周溝隅一か所に陸橋をも
つタイプと考えられ、佐久盆地では弥生時代の前代と比すと飛躍的に大きな規模の墳墓の出現
である。図示した土器は、周溝底面から出土した方形周溝墓構築時期を考えられるものに限定
し、後代の墓前祭祀的な土器は割愛した。
また、脱稿直前に刊行された佐久市地家遺跡では推定規模８ｍ 30 ㎝× 11 ｍの、一辺中央に

陸橋を持つタイプの方形周溝墓がみつかっており、古墳前期前葉段階に佐久盆地では、すでに
２つのタイプの方形周溝墓が出そろっていたことになる。

表２‐４　佐久盆地弥生後期周溝墓および墓址一覧（４）
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古墳時代前期前葉新の久保田遺跡と中平・田中島遺跡

小諸市久保田遺跡では当地域の弥生時代の流れを汲む円形・楕円形周溝墓３基がみつかって
いる。墳丘規模はHM3が 5.5 ｍ、HM1 が 7.5 ｍで弥生時代における規模と大差ない小形円形
周溝墓であるが、楕円形のHM2は 9.5 × 8.5 ｍと大形化の傾向がみられる。
中平・田中島遺跡では方形周溝墓が４基みつかった。墳丘長 11 ～ 12 ｍの大形周溝墓群であ

る。全容が把握できるものはないが、１・４号方形周溝墓については、周溝隅一か所に陸橋を
もつタイプと考えられる。このほか、方墳と目される根々井大塚古墳もこの時期のものと考え
られる。

古墳前期中葉の下小平遺跡と北裏遺跡群

下小平遺跡の１号周溝墓は 8.3 ｍの円形、２号周溝墓は 12.9 ｍの方形である。
１号周溝墓は当地域の伝統的円形周溝墓がやや大形化したものと考えられ、この時期まで在

来タイプの周溝墓の残存が確認できる。
２号周溝墓は周溝の一辺中央に一か所陸橋を設けるタイプで、佐久盆地２番目の大きさを測

る周溝墓である。
北裏遺跡でみつかった７基（SM07・08・09・11・12・14・15）の方形周溝墓は以下の理由

により古墳時代前期中葉の所産であると考える。
出土土器から古墳時代前期中葉以降と考えられる竪穴住居址 SB47 は方形周溝墓 SM15 に切

られる。SM15 の出土土器の壺・甕は次期判定が難しいがやはり古墳前期中葉以降であると考
える。SM09 は、時期判定の指標となる小形丸底土器が出土しており、古墳前期中葉の所産と
みて間違いない。７基の方形周溝墓 SM07・08・09・11・12・14・15 は、互いに重複せず、ま
た主軸方向をほぼ違えることなく近接しながら整然とした配置状況である。よって、古墳前期
中葉の集落廃絶後、さして時間をおかず順次計画的に構築されていったものと考えられる。
以上、方形周溝墓の出土土器・配置状況から７基の方形周溝墓 SM07・08・09・11・12・

14・15 の構築時期は古墳前期中葉の範疇にあり、大きな時期の隔たりはないものと考える。
北裏遺跡の方形周溝墓群は、佐久盆地の古墳時代では最多である。下小平遺跡のような伝統

的円形周溝墓は存在しない。７基のうち３基は周溝の一辺中央に一か所陸橋を設けるタイプ、
２期は周溝隅一か所に陸橋をもつタイプで異なるタイプが共存している。
北裏遺跡と近接する後沢遺跡でみつかった方形周溝墓は、３基とも周溝隅一か所に陸橋をも

つタイプである。今まで弥生後期中葉の竪穴住居址に切られるとの所見があったため、後期中
葉以前の方形周溝墓群との考えもあったが、資料が蓄積された今、同タイプの大形方形周溝墓
が四隅切れ方形周溝墓と小形円形周溝墓主体の後期中葉以前にあった可能性は低い。さらに北
裏遺跡の調査成果を踏まえると、後沢遺跡の方形周溝墓は古墳前期中葉前後あるいは前期前葉
以降と考えたほうが良い。筆者は北裏遺跡と後沢遺跡と密接な関係にあると考えるため古墳前
期中葉とした。

古墳前期後葉は不明

佐久盆地における屈折脚高坏の出現に象徴される古墳前期後葉の遺跡発見例は少なく、佐久
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参考資料　榛名平遺跡
1号方形周溝墓墓前祭祀的行為で供えられた土器

1号周溝墓と出土土器

2号周溝墓と出土土器

図10　下小平遺跡・北裏遺跡の周溝墓と出土土器

下小平遺跡

北裏遺跡

全体図

ＳＭ８ ＳＭ９

ＳＭ15

ＳＭ９出土土器

図 10　下小平遺跡・北裏遺跡の周溝墓と出土土器
（佐久市教育委員会 1981、長野県埋蔵文化財センター 2020 から）
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市腰巻遺跡（７）、小諸市野火附（８）・鎌田原遺跡（９）や旧望月町後沖遺跡（10）などがあり、いず
れも小規模集落である。方形周溝墓の発見例はない。現状では佐久盆地全体の集落の萎みが頂
点に達し、大形墳墓の造営も底辺に達した時期であったと考えている。
この時期、長野盆地では県内最大の前方後円墳千曲市森将軍塚古墳が築造されるが、佐久盆

地は未発見である。このことについてはかつて「・・前方後円墳の築造を認可されない地域、
つまり大和にとってはさほど重視する必要のない地域へと降下・・」と評価された（11）。古墳
前期後葉の佐久盆地は、集落数の減少・集落規模の縮小が底辺に達し、周溝墓の造営さえも疑
われる状況下にあり、政治的に選択される以前の内的問題を孕んでいたのである。

４　新たな考え

（１）礫床木棺墓の位置づけ

まず、青木一男が弥生後期中葉（２期）に位置付けた北西の久保遺跡礫床木棺墓群の時期を
修正したい。青木がこの時期とした根拠は同遺跡報告書 183 頁で、木棺墓群と四隅切れ方形周
溝墓は後期ととらえる位置図が示されていたからであろう。
同報告書では時期決定に足る出土土器がほとんどない木棺墓群をなぜ後期としたのであろ

うか。まず、この点から検証したい。８号木棺墓は、弥生中期栗林期のY17 号住居址を切っ
て構築されており、すなわち木棺墓は栗林期の住居よりも新しい時期に構築されているという
事実を報告者は重視したものと推察される。また、後期の住居址の分布域とは重ならず、隣接
して東側に位置していること、群馬県渋川市有馬遺跡では後期の礫床木棺墓が存在しているこ
となどが後期と図示する根拠を後押ししたと思われる。栗林期の特大集落跡長野市松原遺跡で
は密集して林立する竪穴住居群の間隙に礫床木棺墓の墓域が４か所営まれており、微細にみて
も竪穴住居と礫床木棺墓の重複はない（12）。混在はしていても居住域と墓域のエリア分けはで
きていたのである。このような状況をみても北西の久保遺跡の礫床木棺墓は栗林期に後続する
後期としたくなる気持ちは理解できる。
しかし、現状では千曲川流域で明らかに後期まで降る礫床木棺墓がほかにはないこと、有馬

遺跡の礫床木棺墓は円形周溝墓の主体部に採用された変容形であること、栗林期の住居と重複
していても後期まで降る根拠とはならないことなどを踏まえると、筆者は北西の久保遺跡の礫
床木棺墓は中期栗林期にとどめておくことが穏当であると考える。
（２）四隅切れ方形周溝墓の時期

青木が後期中葉（２期）とした北西の久保遺跡の四隅切れ方形周溝墓の時期を後期前葉まで
引き上げる。その根拠は前述のように西一本柳遺跡Ⅸ SM4 から構築時期を示す土器が出土し
たことである。同タイプ・同規模であり、群在せず単独であることなどの類似性から北西の久
保遺跡１号周溝墓も後期前葉古段階に位置付けるのが妥当である。その系譜は前述のように埼
玉・群馬など関東に求めることができる。関東の玄関口佐久盆地ならではの現象である。この
後、佐久盆地では弥生後期を通じて四隅切れ方形周溝墓が継続して構築される。
（３）後沢遺跡方形周溝墓の時期
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後沢遺跡の３基の方形周溝墓はいずれも周溝隅一か所に陸橋をもつタイプである。前述の
ようにこのタイプの方形周溝墓が北裏遺跡の調査成果で古墳前期の所産であることが確定した
今、後沢遺跡の方形周溝墓弥生時代説は修正せざるを得ない。青木は調査時の所見を聞いて苦
し紛れに後期後葉に位置付けた可能性が高い。
以上の修正初見を踏まえて佐久盆地の周溝墓の変遷を考える。

５　佐久盆地の周溝墓の変遷

（１）	 弥生後期前葉の周溝墓

西一本柳Ⅸ・北西の久保遺跡で各１基発見された四隅切れ方形周溝墓が、佐久盆地はもとよ
り千曲川流域最古の方形周溝墓である。いずれも単独墓で群構成しないのが前葉古段階の特徴
である。両遺跡の方形周溝墓はともに集落から少し離れた位置に構築されている。西一本柳Ⅸ
SM4は墳丘長直径７ｍ以内、北西の久保１号周溝墓は６ｍ以内で小形墓の範疇にある。
後期前葉古段階の円形周溝墓は今のところ発見されていない。

（２）弥生後期中葉の周溝墓

後期中葉に至ると箱清水式固有の小形円形周溝墓が出現し、前代にあらわれた四隅切れ方形
周溝墓と共存して墓域を構成するようになる。中葉でも古段階の周防畑遺跡群の墓域は竪穴住
居群と重複、北裏遺跡はかなり接しており、集落に食い込むように墓が営まれている。
この段階はまだ、四隅切れ・円形ともに小形周溝墓である。
中葉新段階は四隅切れ方形周溝墓と小形円形周溝墓が共存して墓域構成し、集落と接する点

は前代と変わらないが、円正坊遺跡Ⅳ・宮の前遺跡をみると四隅切れ方形周溝墓に墳丘長 10
ｍを超えるものが出現する。この段階は西近津遺跡群で一時期 50 軒クラスの大規模集落をは
じめ、いくつもの大規模集落が同時併存する佐久盆地の弥生後期では最も隆盛を極めた時期で
ある。西近津遺跡群では長軸長 18 ｍの特大竪穴住居も建造される。大形化した四隅切れ方形
周溝墓はこういった背景があって出現したものと思われる。
（３）弥生後期後葉の周溝墓

後期後葉に至っても四隅切れ方形周溝墓と小形円形周溝墓が共存するかは局部的な調査が
多く、墓域全容が判明する調査がないため、わからないが、小形円形周溝墓は間違いなく継続
する。
この時期は巨大環濠集落が営まれることも特徴である。北一本柳・東一本柳遺跡では、墓域

は環濠の外側に営まれることが判明している。
弥生後期後葉最末期に、長野盆地の聖川堤防地点遺跡のような周溝の一辺中央に一か所陸橋

を設けるタイプの方形周溝墓が出現していたか否かについても今のところわからない。
（４）古墳前期前葉の周溝墓

前葉古段階では箱清水式固有の小形円形周溝墓が規模を違えず継続するが、四隅切れ方形周
溝墓は完全に消滅する。周溝隅一か所に陸橋をもつタイプと周溝の一辺中央に一ヵ所陸橋を設
けるタイプで一辺 10 ｍ超の大形方形周溝墓が忽然とあらわれる。大局的にみればこの時期の
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土器にみられる東海西部系の出現（13）に伴う現象であろう。ただし、佐久盆地に関しては、佐
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久市西一里塚遺跡環濠出土のＳ字甕Ａ類（14）を見る限り、群馬県を介しての流入を考慮する必
要がある。
前葉新段階は円形周溝墓が大形化するが、古段階と同様の状況が継続すると思われる。

（５）古墳前期中葉の周溝墓

この段階まで箱清水式固有の若干大形化した円形周溝墓が残存する。大形方形周溝墓は周溝
隅一か所に陸橋をもつタイプと、周溝の一辺中央に一か所陸橋を設けるタイプが併存する。
集落と墓域が接する状況は弥生後期を通じて認められたが、古墳前期も中葉までは確実にこ

の在り方を継承する。
しかし、前期前葉新段階までさかのぼる可能性もあるが、遅くとも古墳前期中葉には山上墓

瀧の峯墳丘墓が出現する。墳丘長 18 ｍを測り、佐久盆地では最大規模の墳墓で直接的ではな
いが引き続き東海西部の影響のあらわれである。
（６）古墳前期後葉以降の周溝墓

前述のようにこの時期の周溝墓の有無は不明確である。また、この後古墳中期に至っても該
当する遺跡が北西の久保遺跡で確認されているだけで、周溝墓の発見例はない。古墳前期中葉
から引き続き連綿と周溝墓が営まれていたか、否かについては五里霧中の状態である。

６　まとめ

成　果

①　四隅切れ方形周溝墓の出現期は後期前葉では最古段階ではないが、古段階の範疇にあ
り、後期中葉には小形円形周溝墓と混在して構築された。
県内他地域と比較すると、関東の玄関口四隅切れ方形周溝墓を受容する佐久盆地は長野盆地

よりも周溝墓の受容がかなり先行する。東海方面の玄関口飯田盆地について山下誠一は後期前
葉新段階とみている（15）ので受容が佐久よりも若干遅れる可能性がある。
なお、佐久盆地における四隅切れ方形周溝墓の採用は日本列島視野で俯瞰するとかなり遅

かったことがわかる。四隅切れ方形周溝墓の淵源については石黒立人の論考（16）が参考になる。
伊勢湾地域では弥生前期後半（前期Ⅱ）に石黒が山中タイプと呼ぶ長方形の四隅切れ方形周溝
墓が登場する。これが中期中葉（中期Ⅱ）には関東・北陸に、のちには四国東部にまで及んだ。
弥生前期に伊勢湾地域で敷衍し中期後葉には凹線文系の違うタイプの方形周溝墓に駆逐される
四隅切れ方形周溝墓が佐久盆地ではようやく後期に至り採用された。しかもこれが古墳時代直
前の弥生後期中葉まで残ったことが佐久盆地の弥生社会のひとつの特徴なのである。
②　北裏遺跡の調査成果により、後沢遺跡などに見られた周溝隅一か所に陸橋をもつタイプ

の大形方形周溝墓の構築時期が古墳時代まで下降することが確実になった。これにより佐久盆
地の弥生後期の墓は円形周溝墓と四隅切れ方形周溝墓が基本であることが再確認された。

課　題

①　箱清水式固有の小形円形周溝墓の出現期がどこまでさかのぼるかについては、山梨県金
の尾遺跡で後期前葉＝小山編年Ⅱ期の円形周溝墓（17）がみつかっていることから、佐久盆地の
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どこかで同時期あるいは先行するものが発見される可能性がある。
②　周溝墓の編年が整理されて、集落と整合性のとれた比較が可能になった。弥生後期社会

の復元をより具体的にしていかなければならない。
③　長野盆地と佐久盆地の古墳前期集落を比較した先行論文（18）にて、基幹水路の有無（人

工的要因）、地力差・標高差など自然的要因から佐久盆地に前方後円墳が築造されない理由を
考えた。この推論をさらに推し進めるには、県内各地の弥生から古墳前期集落の分布状況を把
握する作業を行う必要性も説いたのであるが、爾来５年未だ着手していない。体が動くうちに
行動しなければならない。

７　結語ー神村透先生の思い出ー

昭和 50 年代の日本考古学協会総会での出来事だったと思う。混雑を極めるの書籍売り場で
私の背中を強引に押して割り込もうとしていた人物、それが神村先生だった。時代に関係なく
発掘調査報告書であれば飛ぶように売れた時代である。早くしなけれれば、目当ての報告書が
売り切れてしまう。そんな焦燥感も手伝って多くの人々が、報告書の獲得合戦に参画していた
ことをいま改めて思い出す。
阿久遺跡の報告書もすごい勢いで売れた。ねじり鉢巻きで売りさばいでいたのは、神村先生

だった。兎に角エネルギッシュな熱血漢だった。
平成２年（1990）に結成した長野県考古学会弥生部会では部会長をお勤めいただいた。平成

11 年（1999）開催のシンポジウム『長野県の弥生土器編年』までの準備段階では相談のたび
に暖かい言葉をかけていただいた。
シンポジウム『長野県の弥生土器編年』の巻頭言で先生が語られた「・・・さらなる飛躍を願い、

三つ目、四つ目と次のステップへ・・・」の期待に未だ応えていない。どこかで果たさなけれ
ばと思う。

本稿を草するにあたり、下記の諸氏にお世話になった。記して感謝申し上げる。
小林眞寿、冨沢一明、村田健二、平林大樹、綿田弘実、山下誠一、羽毛田伸博
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